
 

   

 

兵庫県佐用町 

ひと まち 自然がきらめく 共生の郷 佐用 絆からはじまる ふるさとの復興 
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件 名：東北の被災地へ炭を届けようプロジェクトについて 

 

 佐用町では、関西広域連合による役割分担によって、宮城県を対象とする「兵庫県派遣チーム」に町職員を

派遣し、東北地方太平洋沖地震による被災地を直接支援しているところです。 

このたび、一昨年８月に本町を襲った水害後に炭焼きプロジェクトを主宰された、被災地ＮＧＯ協働センター

の呼びかけで、「東北の被災地に炭を届けようプロジェクト」が始まりましたのでお知らせします。 

  

記 

 

１．当プロジェクトの概要について 

本町の災害復旧の力となった炭を、今度は東日本の被災地の復旧の一助とすべく、“被災地から被災

地へ” のささやかな贈り物として送る支援活動です。 

上月地区竹炭生産組合の内海代表はじめ役員の陣頭指揮のもと、地元と都会の若者も参画して、炭づ

くり作業が始められ、このたび第一便が届けられる運びとなりました。 

※詳細は、別紙の「被災地に炭を届けようプロジェクト メッセージ」をご参照ください。 
 
２．当プロジェクト第一便の内容について 

    ６月２８日（火）午前８時頃から、被災地ＮＧＯ協働センター代表の村井雅清さんが本町の笹ヶ丘荘

（佐用町円光寺 423-11）で、炭約１００袋・計１トンを積み込み、宮城県石巻市に直接届ける予定。 

 

３．当プロジェクトについてのお問い合わせ先 

   被災地ＮＧＯ協働センター 代表 村井雅清 

    神戸市兵庫区中道通 2-1-10 

TEL 078-574-0701 FAX 078-574-0702 

 


